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”天然木第一主義” に基づく国産広葉樹の活用に向けて

1.2　朝日ウッドテックにおける価値創造の歴史
当社は創立以来，床材を主力に，業界のパイオニア
として市場を牽引し，木質内装建材の新しい価値創造
を目指して歩んできました。1952年の創立以降のト
ピックを表2に示します。

「ライブナチュラル」は，天然木の本質美を追求し
た当社独自の商品で，これまではじかれてきた木材の
欠点，例えばバークポケットやガムポケットといった
欠点を，あえて「キャラクター」として表現しまし
た。また独自の木味活性化処理により，着色はせず，
素材の良さをそのまま活かす技術力で新たな床材需要
を創造することができました。

「ライブナチュラルプレミアム」は，表面化粧材に
厚さ2mmの挽き板を採用した業界初の商品です（写

真3）。素材感を大幅にアップさせ，かつ1×6サイズ
でありながらフロア全体の寸法安定性は無垢フロアに
比べて格段に向上し，「無垢材挽き板フロア」という
新たなカテゴリーを確立しました。施工性に優れ，従
来の無垢フロアの1/3程度の作業時間で済むことも強
みです。

また，当社の強みは，銘木業で培った材の魅力を見
極め，それを引き出すことにあり，これこそが朝日
ウッドテック(株)の企業DNAであると考えていま
す。そして，材の魅力を見極め，引き出すという企業
DNAを商品にまで具体化するための技術が，独自の
技術コンセプト「X-NEXT（バイ-ネクスト）テクノ
ロジー」です。
図1に示す「銘木NEXT技術」とは，木の特性を知

り尽くし，素材の力を引き出す技術です。そして，
「建材NEXT技術」とは，例えば床暖房や防音性能，
耐傷性，耐ウイルス性能といった建材として必要な機
能を付与する技術です。この2つの技術をかけ合わせ
ることをX（バイ）という言葉に込めています。この
「X-NEXTテクノロジー」によって，最高の価値を
創造することができると考えています。

2. 日本のフローリング市場の現状
現在，フローリングの流通量の9割は複合フローリ
ングが占め，残りの1割が無垢フローリングです（図

2）。複合フローリングの主要サイズは，厚み12mm，
幅303mm，長さ1,818mmの，いわゆる1×6サイズ
で，これが6枚梱包され，1坪単位で販売されます。

複合フローリングの構成は表3のとおりです。基材
は，かつては南洋材合板がほとんどを占めていました
が，現在は多種多様な材料が使われています。中で
も，国産針葉樹合板に厚さ2.7mmのMDFを複合した
基材が，2016年には全体の16％であったのものが
2021年には41％を占めるまでになっています。これ
は，国産材活用という国の方針，国産針葉樹合板メー
カーの技術向上，MDFの進化，そして南洋材合板の
枯渇，環境問題への懸念等がその背景にあります。

表面化粧材の変化を図3に示します。印刷シートの
比率が高まる一方，天然木は全体の3割まで減少して
います。また，このうち国産材の占める割合は3～5％
と当社では推計しています。

3. 国産広葉樹の構造的問題
3.1　量・質両面で安定した「外材」の魅力
当社が2020年度に消費した床材の表面化粧材材積
の産地別比率は，国産材は14％程度で，それ以外の
86％は全て外材です。その中でも多いのが北米材で
あり，ホワイトオーク，ウォルナット，ブラックチェ

リー，ハードメイプルなど当社のメイン樹種は，ほぼ
この北米材で構成しています。
なお，当社では，表面化粧材用の突き板・挽き板用
の丸太を毎月2,500m3，年間で約30,000m3使用してい
ますが，表4は日本とアメリカの広葉樹関連の数値を
比較したものです。

表4から，日本は蓄積量に対して伐採量が少ないこ
とが読み取れます。この違いの理由の一つとして，ア
メリカは日本よりもはるかに平坦な森林で伐採が行わ
れていることがあります。
（アメリカの広葉樹伐採の様子を知っていただける動
画を当社ホームページ* に掲載していますので，ご
参照ください）
*：https://www.woodtec.co.jp/movies/chapter1.html

さらにアメリカの広葉樹が使用されている理由とし
て，資源量のほかに，生産体制，品質，サポート体制
があげられます。アメリカには大規模製材所を含め
6,000～7,000もの広葉樹の製材所があり，広葉樹の乾

燥技術も進んでいます。また，NHLA（全米広葉樹
製材協会）による製材格付基準が明確で，品質を共通
にイメージしながら話しを進めることができます。さ
らに，AHEC（アメリカ広葉樹輸出協会）は日本にも
事務所を構え，様々なサポートを受けられることも安
定した調達に大きく寄与しています。

3.2　国産広葉樹生産プロセスの課題
国産広葉樹の生産プロセスと，各プロセスが抱えて
いる課題を図4に示します。

図4に示したとおり，全てのプロセスに課題がある
と言っても過言ではありません。
次にマクロ的に因果関係を整理した国産広葉樹の課
題を図5に示します。
広葉樹の森林は，かつては薪炭林として人の手が入
り，伐採・利用されていました。その後，燃料革命に
より広葉樹を伐ることはなくなり，木材も安価な外材
に代替された結果，国産広葉樹の多くはパルプやバイ
オマス燃料用のチップとして消費されるようになりま
した。そうなると，広葉樹に関わる生産業者が衰退
し，国産広葉樹を安定して出すことができなくなりま
す。我々メーカーとしては，顧客への安定供給が極め
て重要なファクターであるため，生産が安定しない国
産広葉樹は使いにくくなります。現在，このような悪
循環に陥っており，国産広葉樹活用は非常に厳しい状
況であると言えます。

4. 国産広葉樹の可能性
4.1　森林資源の価値の変化
まず象徴的な1点目は，2021年10月，「脱炭素社会
の実現に資する等のための建築物等における木材の利
用の促進に関する法律」が施行されたことです。公共
建築物のみを対象にしていた法律が，民間の建築物も
対象とするよう改正されました。木造率が低い民間の
中高層建築物での木材利用を進め，森林の適正な整備
や木材自給率の向上を後押しすることが意図されてい
ます。

2点目は，脱炭素化が今後ますます企業に求められ
てくることが予測されることです。2021年10月には，
林野庁から「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量
の表示に関するガイドライン」が公表されました。木
材の利用が「都市等における第2の森林づくり」とし
て，地球温暖化防止に貢献することが期待されていま
す。また，森林での木材生産から廃棄するまでの全て
のプロセスでのCO2排出量の評価が大手企業から徐々
に取り組まれ始めています。広葉樹原木の輸送をCO2

排出量の観点から考えた場合，アメリカから長い距離
を運ぶよりも北海道から運ぶほうがCO2排出量を削減
でき，脱炭素化に貢献できることは明らかです。

3点目は，世界情勢の変化によって国内資源の存在
価値が高まっていることがあげられます。新型コロナ
ウイルスのまん延やロシアのウクライナ侵攻，急激な
円安など，予想もつかない事態が世界的に起き，外材
は針葉樹も広葉樹も未曽有の高騰をしています。その
影響を受けた国産材も，急激な需要増加に供給が追い
つかず，今までになく高騰しています。外材に対する
リスクヘッジとして国産材の価値は高まっています。

コロナやウクライナ侵攻が終わったとしても，いずれ
また起きる可能性のある予想のつかない新たなリスク
に備えるために，国内の森林資源を有効に活用する動
きはさらに進むと考えられます。

4.2　インテリアトレンドと消費スタイルの変化
まず1点目は，自然志向，ナチュラル志向が高まっ
ていることです。かつて，木材をインテリアで使用す
る場合に，日本人は無地・無欠点を好み，節は欠点と
して，あまり使わずにきました。しかし，ここ数年で
その考え方が少しずつ変わってきました。世の中全般
のナチュラル志向という大きな変化の中で，節などが
ある材料をインテリアに使う店舗が増えるなど，この
ようなインテリアが格好よく見え始めたことも影響し
ていると見ています。結果，欠点が単なるローグレー
ドの商品ではなく，あえて個性として選ばれる時代に
なったのではないかと思います。国産広葉樹は，無
地・無欠点の部分が多く取れる良木が減少している中
で，この欠点を活かした，いわゆるラスティックに寛
容となった消費者の変化は喜ばしいことです。

2点目は，プレミアム消費が増え，消費に対する「こ
だわり」が強まっていることをあげることができます。
野村総研が3年に一度調査している「生活者1万人ア
ンケート調査」1) では，消費スタイル4区分の推移が示
されています。その中で，「安さ納得消費スタイル」
（製品にこだわりはなく，安ければよい）は，調査が
始まった2000年に40%であったものが年々低下し，
2021年には24%となりました。一方，「プレミアム消
費スタイル」（気に入った付加価値には対価を払う）
は，13%から24%へと増加しています。車や住まいで
もこの消費スタイルは増えていると感じます。デフレ
と言われていますが，それとは全く異なる消費スタイ
ルを示すもので，注目すべき点だと考えます。つま
り，こだわりを持ち，国産広葉樹を気に入ってもらえ
る商品にすることができれば，それに見合った対価が
得られる可能性は徐々に拡大してきていると言えます。

3点目は，住まいに関わる意識の変化です。インテ
リアの写真投稿サイトを運営するルームクリップ(住
文化研究所)が，日本の住まいと暮らしの変化をキー
ワードで整理し，そのトレンドを調査した結果があり
ます2）。コロナ禍の2020年のトレンドが，「おうち
○○」や「巣ごもり消費」だったのに対し，2021年
の2大トレンドは，「ニューノーマルの定着」と「映

えから心地よさへ」という結果でした。この映えから
心地よさというキーワードからわかるのは，見た目重
視（映え）のトレンドから，自分にとって大切なモノ
は何なのかを見極め，心地よい暮らしを求め，五感を
満たしていく住まい方へ変化しているということで
す。さきほどのプレミアム消費の増加ともつながる部
分であり，私たちにとってとても重要な変化だと感じ
ています。

4.3　住宅市場の構造変化
国産広葉樹の可能性の3つ目は，住宅市場の構造変

化です。野村総研が公表している新設住宅着工戸数の
見通しによると，2020年の81万戸から2030年には60
万戸まで減少すると予測されています3)。この背景に
は人口減少，世帯数減少，ストック住宅の増加などが
あります。
一方，注文住宅の大手ハウスメーカー3社の2021年
の建築坪単価は2012年比でA社132％，B社131％，C
社141％と各社大きく上昇しています。坪単価が上昇
している最も大きい理由は，太陽光発電や断熱材など
設備系の機能強化によるものです。ハウスメーカー
は，住宅着工戸数が減少する分，1戸当たりの付加価
値，つまり坪単価をあげ，売上・利益を維持しようと
していると分析しています。いかに付加価値のある商
品を作り出すかが重要であり，国産広葉樹にとっても
チャンスがあると考えています。

5. 国産広葉樹活用の方向性と朝日WTの活用事例
5.1 環境に敏感なプロユーザーへの提案
仕事もしくは私用で日本各地に出向いた際，そこに
恵まれた森林資源があることに気づかされます。その
森林資源を取り巻く環境および価値は，間違いなく変
化してきています。変化の一つは，4.1で示した脱炭
素社会の実現のために木造化・木質化を進める方向で
す。従来，国産材活用と言えば，構造材に国産針葉樹
を活用するのが一般的でしたが，内装にも国産広葉樹
や針葉樹を活用する機運が生まれています。

5.2 ラスティックで小径材を活かす
「ラスティック」は，ライブナチュラルプレミアム
の節が有るシリーズです。節は欠点としてはじかれる
のが常識でしたが，節は木の成長そのものである，と
いう新たな考え方を市場に提示しました（2017年に

発売）。写真4は，当社が販売するラスティックを作
る時の丸太の製材方法（わく挽き）を示しています。

節は枝の痕跡です。枝は幹の中心部から放射状に伸
び，木の成長とともに枝の部分が巻き込まれていくの
で，丸太の中心部分に節が多く発生します。インテリ
アトレンドとしてナチュラル志向が広がり，節に対す
る拒否感がなくなり，節有りが使えるようになりまし
た。小径木であっても中心部も使えて，流行の幅の広
いデザインにも対応できる形になりました。写真5

は，ラスティックの具体的な活用例の一つです。

ラスティックには，国産ナラを一部採用していま
す。消費者のインテリアトレンドの変化と相まって，
ここ最近のオーク，ナラのラスティック人気は，非常に
高い状態が続いています。この挽き板でのラスティッ
クという商品が売れたことで直径が24～28cmの比較

的小径木のナラ丸太，北海道では正量材（写真6）と
呼ばれるクラスのナラ丸太の需要が増え，多く流通す
るようになりました。従来，このクラスのナラ丸太
は，北海道では，無垢フローリングや集成材ラミナと
して比較的安い単価で取り引きされるか，場合によっ
ては選別されずにチップとされる地域もありました。
しかし現在，北海道や東北ではかつては銘木市に出な
かったような丸太が出品され，非常に高値で売買され
るようになってきています。これにより，山林所有者
や製材所に，少しは貢献できていると思っています。

 

図6は，国産広葉樹の悪循環を表した図5が，今回の
小径木の活用を機にどう変わるかを予測して描いたも
のです。

 

小径木を活用するようになることで，その供給量が
増え，我々メーカーは国産広葉樹を採用しやすくなっ
てきます。その結果，国産広葉樹の利用量が増加し，
森林の活性化が進むとともに，森林の経済価値が高ま
ります。森林の経済価値が高まれば山林所有者の意欲
があがり，手間がかかっても用材として出し，それら
は価値の高いものとして取引されていきます。その結
果，広葉樹の価値があがり，生産業者は人材や設備に

投資しやすくなり，生産量を更に増やす環境が整いま
す。そうなれば，ますます国産広葉樹が供給されるよ
うになる。そういった好循環が生まれるものと思って
います。

5.3 限定品への転換
さまざまな実がなる広葉樹の森には，多くの動物が
住んでいます。広葉樹の落葉は，森の保水に役立ち，
やがて川に流れて海を潤します。人は，春の新緑，秋
の紅葉の美しさを楽しんでいます。このような広葉樹
の森と人とのつながりを知り，都会に住む人たちにも
共感してもらうことがとても大切で，国産広葉樹を活
用していく方向性の一つだと思っています。
広葉樹の希少性や産地，樹種のストーリーを作る上
で，ブランド化はとても有効な方法だと思います。既
に，「ここの木の家具・北海道プロジェクト」4)，「新
潟県魚沼市のスノービーチ　雪国のブナ」5) など地域
材のブランド化を始めているところがあります。特
に，「北海道」は魅力的な地域ブランドだと思います。
また，大手ハウスメーカーのトップ建築デザイナー
が話している言葉を抽出し，整理したものを紹介しま
す（図7）。「嬉しい驚き」，「こだわり重視」，「感性
を育む」，「個性を活かす」といった言葉を，国産広
葉樹のストーリーにうまく結び付けていくことが重要
になると考えています。

　　

これらの言葉を参考にしながら開発した商品例を写

真7に示します。これは，数年前から大手ハウスメー
カーに採用されている東北限定の当社のライブナチュ
ラルプレミアムの国産材シリーズになります。樹種
は，ナラ，セン，ヤマザクラ，オニグルミです。

この商品の開発・営業にあたっては，
・ハウスメーカーの開発責任者に，東北の広葉樹林や
製材所に足を運んでいただく
・ハウスメーカーの東北営業所には，東北限定品であ
ることのプレゼンを行う
などを行い，現地の森林と商品のつながりを感じて頂
けたことで，採用となりました。かつて，床材でこの
ような地域限定を開発したこと，採用されたことはな
かったので，非常に得がたい経験となりました。さら
に販売の数年後，現地展示場を回ったときに，「この
東北でしか販売していない，という「特別感」が購入
者に響いていました」というコメントを聞きました。
希少性や産地が価値につながる良いケースであったと
思っています。
写真8は，北海道北見産のハルニレを使った挽き板
フロアです。大手ハウスメーカーの高級物件の様な場
合には，カタログに掲載されている製品ではなく，写
真8の様な，他にはない希少性を求められる場合があ
ります。産地と材料を厳選し，自然なキャラクターと
材色を持つ物件対応の限定品とすることで付加価値を
大きく高め，採用に至りました。今後，国産広葉樹の
未利用材でも，厳選した材であれば，こういった特定
の物件で使用される可能性があると考えています。

5.4　天然木ならではの「心地よさ」を伝える
天然木が本物であることは当たり前ですが，本物だ
からこそ語れることがあります。たとえば，「国産
材」というワードは，シートでは使えません。また，
天然木の良さの明確な根拠を示すことは難しいのです
が，誰しも過去の生活の中で木の心地良さを体験して
います。この体験こそが木の価値として重要だと思っ
ています。
また，図7の，「手触りが気持ちのいい」，「居心地
のいい」，「より本物にしていく」，「素材感」といっ
た言葉が，天然木である国産広葉樹が有する価値につ
ながるものと思っています。
国産広葉樹活用の方向性として示した4点は，独立
しているのではなく，組み合わせて活用されるもので
す。まだまだ試行錯誤の域を抜けていませんが，これ
からも皆様とともにチャレンジしていきたいと思って
います。

6.　国産広葉樹活用に向けた朝日WTの役割
これまでの内容を踏まえ，国産広葉樹活用に向けた
朝日ウッドテック(株)の役割についてお話ししたいと
思います。

図8は，国産材のサプライチェーンを表すフローで
す。林業経営者があり，続いて森林組合，製材業者が
あり，次に朝日銘木，朝日ウッドテック(株)がありま
す。そして，その先にハウスメーカーや工務店があ
り，さらにその先には住まい手となるエンドユーザー
が存在しています。
当社は川上とも川下とも接する位置にいて，川上側
の製材業者，川下側のハウスメーカーと深く交流して
います。当社は，川下の要望を川上へそのまま伝える
のではなく，川下の要望を理解して川上へつなげ，逆
に川上の事情を理解して川下に商品提案することを常
に意識しています。そして，需要と供給のバランスを
働かせ，好循環につながっていくことを目指していま
す。

川上側に銘木NEXT技術が，川下側に建材NEXT技
術が重ねられます。銘木NEXT技術を具体化させ，進
化させる存在が朝日銘木(株)です。朝日銘木(株)は，
朝日ウッドテック(株)の工場と隣接し，朝日ウッドテッ
ク(株)の開発とも極めて近い位置にあります（写真9）。

そして建材NEXT技術を具体化させ，進化させる存
在が朝日ウッドテック(株)です。おかげさまで，当社
は日本の主要なハウスメーカーと取引をさせていただ
いております。日々，我々の商品の情報を届け，営業
や設計の方々とのコミュニケーションを図り，さまざ
まなニーズを得ています。このことが建材NEXT技術
の進化にとても重要だと考えています。
また，朝日ウッドテック(株)の開発陣や朝日銘木

(株)を含む工場スタッフがお客さまと直接お話をし
て，製品ができるまでのストーリーを共有・共感を育
んでいくための場が商品技術開発センターに設置した
COLABです。このような場を通じて，お客様との双
方向のコミュニケーションを図っていくことを重視し
ています。
このように，開発－朝日銘木(株)－工場が連携する
ことで，建材NEXT技術と銘木NEXT技術の2つを容
易に融合させることができるのが当社の強みです。

7.さいごに　－天然木第一主義の想い－
まとめとして，「天然木第一主義の想い」とは何か
についてについて説明します。
ひとつは，顧客とエンドユーザーの幸せのために価
値を向上させることです。

「当たり前の様に住んでいますが，この木質は，生
活のグレードを上げてくれていたんだと思います。床
材って幸せを運んでくれるものですね」

これは，当社の商品を採用いただき，住まわれてか
らしばらく時が経た後の，我々のアンケートに対する
回答のひとつです。床がお客さまへ提供する価値とは
何かを感じさせてくれる内容です。また，インスタグ
ラムに＃朝日ウッドテックとして投稿されている数多
くの写真では，天然木の温かみのある床材の上で過ご
す子供たちやペットの姿が多くあります。それらを見
ていると，言葉で表現できないなにかを感じとること
ができます。
もうひとつの天然木第一主義の想いとは，生まれた
価値＝需要を山や森へと循環させることです。
銘木NEXT技術と建材NEXT技術を掛け合わせた

「X-NEXT（バイ-ネクスト）テクノロジー」で生み
出された当社の商品群が活用されることが，北海道そ
して日本の美しい森の豊かを守り，森を支える方々に
幸せをもたらすことにつながることを確信しています。

今回，このような機会を設けていただいた（一社）
北海道林産技術普及協会・高橋会長にはあらためて御
礼申し上げます。

引用文献
1)　野村総研生活者1万人アンケート調査，
　　https://www.nri.com/jp/knowledge/report/lst/2021/
　　cc/mediaforum/forum322．．
2)　ルームクリップ（住文化研究所）トレンド調査，
　　https://lab.roomclip.jp/contents/award_2021/．
3)　野村総研2022～2040年度の新設住宅着工戸数予測，
　　https://www.nri.com/-/media/Corporate/jp/Files/ 
　　PDF/news/newsrelease/cc/2022/220609_1.pdf．
4)　ここの木の家具・北海道プロジェクト，
　　https://www.asahikawa-kagu.or.jp/kokonoki/．
5)　新潟県魚沼市のスノービーチ　雪国のブナ，
　　https://ja-jp.facebook.com/snowbeech.niigata/．

2022年度総会において，朝日ウッドテック(株)・海
堀氏に表題のご講演をいただきました。ご講演は下記
の1～7にわたる密度の濃い内容で，多くの写真・図
表もお示しいただきました。それらの全てを掲載する
ことはかないませんが，海堀氏のご了解を得て，その
概要を紹介いたします。

1. 朝日ウッドテックについて
2. 日本のフローリング市場の現状
3. 国産広葉樹の構造的問題
4. 国産広葉樹の可能性
5. 国産広葉樹活用の方向性と朝日WTの活用事例
6. 国産広葉樹活用に向けた朝日WTの役割
7. さいごに
　（注：「朝日WT」はご発表での表現のまま）

1. 朝日ウッドテックについて
1.1　朝日ウッドテックの会社概要
当社の概要は表1のとおりです。

当社の社是は「大樹深根」で，その意味するところ
は，「常に資源・技術・人材・資本・顧客の深根をは

かり，堅実なる成長をもって大樹たらんとす」となり
ます。違う言葉に言い換えると，「木々が深く根を張
ることで大樹へと成長するように，人々の暮らしに深
く根を張ることで，大きく枝を張り豊かな果実を実ら
せ，社会や人々から信用され，愛される企業であり続
けたい」となります。
当社のルーツは，1913年（大正2年）に大阪・船場

の横堀で創業した銘木商「霜寅商店」（写真1）で，
今年で創業110年を迎えます。霜寅商店は，大阪の銘
木業界の中心的な存在であり，ほかの銘木商からも
「後継ぎを修行させるなら霜寅さんで」と言われるほ
ど信用の厚い店でした。

写真2に映っているのが朝日ウッドテック(株)創業
者の海堀寅造で，私の祖父にあたります。寅造は銘木
の目利きで，特に杉の目利きとしては日本で右に出る
者はいないと言われていたそうです。そのため，伐採
情報や台風や雷でご神木が倒れるといった情報がいち
早く寅造のもとに届き，すぐに現地での買付に参加す
ることができたそうです。

1952年，海堀寅造は「銘木の大衆化」を理念とし
て，今の朝日ウッドテック(株)の前身となる朝日特殊
合板（株）を創立し，銘木商から建材メーカーへの一
歩を踏み出しました。朝日特殊合板(株)創立から今年
で70周年を迎えます。
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　池袋西口公園に建つ「GLOBAL RING CAFÉ」は，木造1階
建ての飲食店・公衆トイレ・インフォメーション機能を持った
施設です。
　施設は，円弧状の平面に沿って三次元加工されたダイヤモン
ド架構の木製ブレースがカーテンウォールを支える構造により，
まるで宇宙船のようなユニークな外観になっています。
　施設内部は，燃えしろ設計の採用によって，木のぬくもりを
感じられる木材現しの空間となっています。

※：林産試だより2022年8月号からの転載
　  （（地独）北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場　承諾）

1.2　朝日ウッドテックにおける価値創造の歴史
当社は創立以来，床材を主力に，業界のパイオニア
として市場を牽引し，木質内装建材の新しい価値創造
を目指して歩んできました。1952年の創立以降のト
ピックを表2に示します。

「ライブナチュラル」は，天然木の本質美を追求し
た当社独自の商品で，これまではじかれてきた木材の
欠点，例えばバークポケットやガムポケットといった
欠点を，あえて「キャラクター」として表現しまし
た。また独自の木味活性化処理により，着色はせず，
素材の良さをそのまま活かす技術力で新たな床材需要
を創造することができました。

「ライブナチュラルプレミアム」は，表面化粧材に
厚さ2mmの挽き板を採用した業界初の商品です（写

真3）。素材感を大幅にアップさせ，かつ1×6サイズ
でありながらフロア全体の寸法安定性は無垢フロアに
比べて格段に向上し，「無垢材挽き板フロア」という
新たなカテゴリーを確立しました。施工性に優れ，従
来の無垢フロアの1/3程度の作業時間で済むことも強
みです。

また，当社の強みは，銘木業で培った材の魅力を見
極め，それを引き出すことにあり，これこそが朝日
ウッドテック(株)の企業DNAであると考えていま
す。そして，材の魅力を見極め，引き出すという企業
DNAを商品にまで具体化するための技術が，独自の
技術コンセプト「X-NEXT（バイ-ネクスト）テクノ
ロジー」です。
図1に示す「銘木NEXT技術」とは，木の特性を知

り尽くし，素材の力を引き出す技術です。そして，
「建材NEXT技術」とは，例えば床暖房や防音性能，
耐傷性，耐ウイルス性能といった建材として必要な機
能を付与する技術です。この2つの技術をかけ合わせ
ることをX（バイ）という言葉に込めています。この
「X-NEXTテクノロジー」によって，最高の価値を
創造することができると考えています。

2. 日本のフローリング市場の現状
現在，フローリングの流通量の9割は複合フローリ
ングが占め，残りの1割が無垢フローリングです（図

2）。複合フローリングの主要サイズは，厚み12mm，
幅303mm，長さ1,818mmの，いわゆる1×6サイズ
で，これが6枚梱包され，1坪単位で販売されます。

複合フローリングの構成は表3のとおりです。基材
は，かつては南洋材合板がほとんどを占めていました
が，現在は多種多様な材料が使われています。中で
も，国産針葉樹合板に厚さ2.7mmのMDFを複合した
基材が，2016年には全体の16％であったのものが
2021年には41％を占めるまでになっています。これ
は，国産材活用という国の方針，国産針葉樹合板メー
カーの技術向上，MDFの進化，そして南洋材合板の
枯渇，環境問題への懸念等がその背景にあります。

表面化粧材の変化を図3に示します。印刷シートの
比率が高まる一方，天然木は全体の3割まで減少して
います。また，このうち国産材の占める割合は3～5％
と当社では推計しています。

3. 国産広葉樹の構造的問題
3.1　量・質両面で安定した「外材」の魅力
当社が2020年度に消費した床材の表面化粧材材積
の産地別比率は，国産材は14％程度で，それ以外の
86％は全て外材です。その中でも多いのが北米材で
あり，ホワイトオーク，ウォルナット，ブラックチェ

リー，ハードメイプルなど当社のメイン樹種は，ほぼ
この北米材で構成しています。
なお，当社では，表面化粧材用の突き板・挽き板用
の丸太を毎月2,500m3，年間で約30,000m3使用してい
ますが，表4は日本とアメリカの広葉樹関連の数値を
比較したものです。

表4から，日本は蓄積量に対して伐採量が少ないこ
とが読み取れます。この違いの理由の一つとして，ア
メリカは日本よりもはるかに平坦な森林で伐採が行わ
れていることがあります。
（アメリカの広葉樹伐採の様子を知っていただける動
画を当社ホームページ* に掲載していますので，ご
参照ください）
*：https://www.woodtec.co.jp/movies/chapter1.html

さらにアメリカの広葉樹が使用されている理由とし
て，資源量のほかに，生産体制，品質，サポート体制
があげられます。アメリカには大規模製材所を含め
6,000～7,000もの広葉樹の製材所があり，広葉樹の乾

燥技術も進んでいます。また，NHLA（全米広葉樹
製材協会）による製材格付基準が明確で，品質を共通
にイメージしながら話しを進めることができます。さ
らに，AHEC（アメリカ広葉樹輸出協会）は日本にも
事務所を構え，様々なサポートを受けられることも安
定した調達に大きく寄与しています。

3.2　国産広葉樹生産プロセスの課題
国産広葉樹の生産プロセスと，各プロセスが抱えて
いる課題を図4に示します。

図4に示したとおり，全てのプロセスに課題がある
と言っても過言ではありません。
次にマクロ的に因果関係を整理した国産広葉樹の課
題を図5に示します。
広葉樹の森林は，かつては薪炭林として人の手が入
り，伐採・利用されていました。その後，燃料革命に
より広葉樹を伐ることはなくなり，木材も安価な外材
に代替された結果，国産広葉樹の多くはパルプやバイ
オマス燃料用のチップとして消費されるようになりま
した。そうなると，広葉樹に関わる生産業者が衰退
し，国産広葉樹を安定して出すことができなくなりま
す。我々メーカーとしては，顧客への安定供給が極め
て重要なファクターであるため，生産が安定しない国
産広葉樹は使いにくくなります。現在，このような悪
循環に陥っており，国産広葉樹活用は非常に厳しい状
況であると言えます。

4. 国産広葉樹の可能性
4.1　森林資源の価値の変化
まず象徴的な1点目は，2021年10月，「脱炭素社会
の実現に資する等のための建築物等における木材の利
用の促進に関する法律」が施行されたことです。公共
建築物のみを対象にしていた法律が，民間の建築物も
対象とするよう改正されました。木造率が低い民間の
中高層建築物での木材利用を進め，森林の適正な整備
や木材自給率の向上を後押しすることが意図されてい
ます。

2点目は，脱炭素化が今後ますます企業に求められ
てくることが予測されることです。2021年10月には，
林野庁から「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量
の表示に関するガイドライン」が公表されました。木
材の利用が「都市等における第2の森林づくり」とし
て，地球温暖化防止に貢献することが期待されていま
す。また，森林での木材生産から廃棄するまでの全て
のプロセスでのCO2排出量の評価が大手企業から徐々
に取り組まれ始めています。広葉樹原木の輸送をCO2

排出量の観点から考えた場合，アメリカから長い距離
を運ぶよりも北海道から運ぶほうがCO2排出量を削減
でき，脱炭素化に貢献できることは明らかです。

3点目は，世界情勢の変化によって国内資源の存在
価値が高まっていることがあげられます。新型コロナ
ウイルスのまん延やロシアのウクライナ侵攻，急激な
円安など，予想もつかない事態が世界的に起き，外材
は針葉樹も広葉樹も未曽有の高騰をしています。その
影響を受けた国産材も，急激な需要増加に供給が追い
つかず，今までになく高騰しています。外材に対する
リスクヘッジとして国産材の価値は高まっています。

コロナやウクライナ侵攻が終わったとしても，いずれ
また起きる可能性のある予想のつかない新たなリスク
に備えるために，国内の森林資源を有効に活用する動
きはさらに進むと考えられます。

4.2　インテリアトレンドと消費スタイルの変化
まず1点目は，自然志向，ナチュラル志向が高まっ
ていることです。かつて，木材をインテリアで使用す
る場合に，日本人は無地・無欠点を好み，節は欠点と
して，あまり使わずにきました。しかし，ここ数年で
その考え方が少しずつ変わってきました。世の中全般
のナチュラル志向という大きな変化の中で，節などが
ある材料をインテリアに使う店舗が増えるなど，この
ようなインテリアが格好よく見え始めたことも影響し
ていると見ています。結果，欠点が単なるローグレー
ドの商品ではなく，あえて個性として選ばれる時代に
なったのではないかと思います。国産広葉樹は，無
地・無欠点の部分が多く取れる良木が減少している中
で，この欠点を活かした，いわゆるラスティックに寛
容となった消費者の変化は喜ばしいことです。

2点目は，プレミアム消費が増え，消費に対する「こ
だわり」が強まっていることをあげることができます。
野村総研が3年に一度調査している「生活者1万人ア
ンケート調査」1) では，消費スタイル4区分の推移が示
されています。その中で，「安さ納得消費スタイル」
（製品にこだわりはなく，安ければよい）は，調査が
始まった2000年に40%であったものが年々低下し，
2021年には24%となりました。一方，「プレミアム消
費スタイル」（気に入った付加価値には対価を払う）
は，13%から24%へと増加しています。車や住まいで
もこの消費スタイルは増えていると感じます。デフレ
と言われていますが，それとは全く異なる消費スタイ
ルを示すもので，注目すべき点だと考えます。つま
り，こだわりを持ち，国産広葉樹を気に入ってもらえ
る商品にすることができれば，それに見合った対価が
得られる可能性は徐々に拡大してきていると言えます。

3点目は，住まいに関わる意識の変化です。インテ
リアの写真投稿サイトを運営するルームクリップ(住
文化研究所)が，日本の住まいと暮らしの変化をキー
ワードで整理し，そのトレンドを調査した結果があり
ます2）。コロナ禍の2020年のトレンドが，「おうち
○○」や「巣ごもり消費」だったのに対し，2021年
の2大トレンドは，「ニューノーマルの定着」と「映

えから心地よさへ」という結果でした。この映えから
心地よさというキーワードからわかるのは，見た目重
視（映え）のトレンドから，自分にとって大切なモノ
は何なのかを見極め，心地よい暮らしを求め，五感を
満たしていく住まい方へ変化しているということで
す。さきほどのプレミアム消費の増加ともつながる部
分であり，私たちにとってとても重要な変化だと感じ
ています。

4.3　住宅市場の構造変化
国産広葉樹の可能性の3つ目は，住宅市場の構造変

化です。野村総研が公表している新設住宅着工戸数の
見通しによると，2020年の81万戸から2030年には60
万戸まで減少すると予測されています3)。この背景に
は人口減少，世帯数減少，ストック住宅の増加などが
あります。
一方，注文住宅の大手ハウスメーカー3社の2021年
の建築坪単価は2012年比でA社132％，B社131％，C
社141％と各社大きく上昇しています。坪単価が上昇
している最も大きい理由は，太陽光発電や断熱材など
設備系の機能強化によるものです。ハウスメーカー
は，住宅着工戸数が減少する分，1戸当たりの付加価
値，つまり坪単価をあげ，売上・利益を維持しようと
していると分析しています。いかに付加価値のある商
品を作り出すかが重要であり，国産広葉樹にとっても
チャンスがあると考えています。

5. 国産広葉樹活用の方向性と朝日WTの活用事例
5.1 環境に敏感なプロユーザーへの提案
仕事もしくは私用で日本各地に出向いた際，そこに
恵まれた森林資源があることに気づかされます。その
森林資源を取り巻く環境および価値は，間違いなく変
化してきています。変化の一つは，4.1で示した脱炭
素社会の実現のために木造化・木質化を進める方向で
す。従来，国産材活用と言えば，構造材に国産針葉樹
を活用するのが一般的でしたが，内装にも国産広葉樹
や針葉樹を活用する機運が生まれています。

5.2 ラスティックで小径材を活かす
「ラスティック」は，ライブナチュラルプレミアム
の節が有るシリーズです。節は欠点としてはじかれる
のが常識でしたが，節は木の成長そのものである，と
いう新たな考え方を市場に提示しました（2017年に

発売）。写真4は，当社が販売するラスティックを作
る時の丸太の製材方法（わく挽き）を示しています。

節は枝の痕跡です。枝は幹の中心部から放射状に伸
び，木の成長とともに枝の部分が巻き込まれていくの
で，丸太の中心部分に節が多く発生します。インテリ
アトレンドとしてナチュラル志向が広がり，節に対す
る拒否感がなくなり，節有りが使えるようになりまし
た。小径木であっても中心部も使えて，流行の幅の広
いデザインにも対応できる形になりました。写真5

は，ラスティックの具体的な活用例の一つです。

ラスティックには，国産ナラを一部採用していま
す。消費者のインテリアトレンドの変化と相まって，
ここ最近のオーク，ナラのラスティック人気は，非常に
高い状態が続いています。この挽き板でのラスティッ
クという商品が売れたことで直径が24～28cmの比較

的小径木のナラ丸太，北海道では正量材（写真6）と
呼ばれるクラスのナラ丸太の需要が増え，多く流通す
るようになりました。従来，このクラスのナラ丸太
は，北海道では，無垢フローリングや集成材ラミナと
して比較的安い単価で取り引きされるか，場合によっ
ては選別されずにチップとされる地域もありました。
しかし現在，北海道や東北ではかつては銘木市に出な
かったような丸太が出品され，非常に高値で売買され
るようになってきています。これにより，山林所有者
や製材所に，少しは貢献できていると思っています。

 

図6は，国産広葉樹の悪循環を表した図5が，今回の
小径木の活用を機にどう変わるかを予測して描いたも
のです。

 

小径木を活用するようになることで，その供給量が
増え，我々メーカーは国産広葉樹を採用しやすくなっ
てきます。その結果，国産広葉樹の利用量が増加し，
森林の活性化が進むとともに，森林の経済価値が高ま
ります。森林の経済価値が高まれば山林所有者の意欲
があがり，手間がかかっても用材として出し，それら
は価値の高いものとして取引されていきます。その結
果，広葉樹の価値があがり，生産業者は人材や設備に

投資しやすくなり，生産量を更に増やす環境が整いま
す。そうなれば，ますます国産広葉樹が供給されるよ
うになる。そういった好循環が生まれるものと思って
います。

5.3 限定品への転換
さまざまな実がなる広葉樹の森には，多くの動物が
住んでいます。広葉樹の落葉は，森の保水に役立ち，
やがて川に流れて海を潤します。人は，春の新緑，秋
の紅葉の美しさを楽しんでいます。このような広葉樹
の森と人とのつながりを知り，都会に住む人たちにも
共感してもらうことがとても大切で，国産広葉樹を活
用していく方向性の一つだと思っています。
広葉樹の希少性や産地，樹種のストーリーを作る上
で，ブランド化はとても有効な方法だと思います。既
に，「ここの木の家具・北海道プロジェクト」4)，「新
潟県魚沼市のスノービーチ　雪国のブナ」5) など地域
材のブランド化を始めているところがあります。特
に，「北海道」は魅力的な地域ブランドだと思います。
また，大手ハウスメーカーのトップ建築デザイナー
が話している言葉を抽出し，整理したものを紹介しま
す（図7）。「嬉しい驚き」，「こだわり重視」，「感性
を育む」，「個性を活かす」といった言葉を，国産広
葉樹のストーリーにうまく結び付けていくことが重要
になると考えています。

　　

これらの言葉を参考にしながら開発した商品例を写

真7に示します。これは，数年前から大手ハウスメー
カーに採用されている東北限定の当社のライブナチュ
ラルプレミアムの国産材シリーズになります。樹種
は，ナラ，セン，ヤマザクラ，オニグルミです。

この商品の開発・営業にあたっては，
・ハウスメーカーの開発責任者に，東北の広葉樹林や
製材所に足を運んでいただく
・ハウスメーカーの東北営業所には，東北限定品であ
ることのプレゼンを行う
などを行い，現地の森林と商品のつながりを感じて頂
けたことで，採用となりました。かつて，床材でこの
ような地域限定を開発したこと，採用されたことはな
かったので，非常に得がたい経験となりました。さら
に販売の数年後，現地展示場を回ったときに，「この
東北でしか販売していない，という「特別感」が購入
者に響いていました」というコメントを聞きました。
希少性や産地が価値につながる良いケースであったと
思っています。
写真8は，北海道北見産のハルニレを使った挽き板
フロアです。大手ハウスメーカーの高級物件の様な場
合には，カタログに掲載されている製品ではなく，写
真8の様な，他にはない希少性を求められる場合があ
ります。産地と材料を厳選し，自然なキャラクターと
材色を持つ物件対応の限定品とすることで付加価値を
大きく高め，採用に至りました。今後，国産広葉樹の
未利用材でも，厳選した材であれば，こういった特定
の物件で使用される可能性があると考えています。

5.4　天然木ならではの「心地よさ」を伝える
天然木が本物であることは当たり前ですが，本物だ
からこそ語れることがあります。たとえば，「国産
材」というワードは，シートでは使えません。また，
天然木の良さの明確な根拠を示すことは難しいのです
が，誰しも過去の生活の中で木の心地良さを体験して
います。この体験こそが木の価値として重要だと思っ
ています。
また，図7の，「手触りが気持ちのいい」，「居心地
のいい」，「より本物にしていく」，「素材感」といっ
た言葉が，天然木である国産広葉樹が有する価値につ
ながるものと思っています。
国産広葉樹活用の方向性として示した4点は，独立
しているのではなく，組み合わせて活用されるもので
す。まだまだ試行錯誤の域を抜けていませんが，これ
からも皆様とともにチャレンジしていきたいと思って
います。

6.　国産広葉樹活用に向けた朝日WTの役割
これまでの内容を踏まえ，国産広葉樹活用に向けた
朝日ウッドテック(株)の役割についてお話ししたいと
思います。

図8は，国産材のサプライチェーンを表すフローで
す。林業経営者があり，続いて森林組合，製材業者が
あり，次に朝日銘木，朝日ウッドテック(株)がありま
す。そして，その先にハウスメーカーや工務店があ
り，さらにその先には住まい手となるエンドユーザー
が存在しています。
当社は川上とも川下とも接する位置にいて，川上側
の製材業者，川下側のハウスメーカーと深く交流して
います。当社は，川下の要望を川上へそのまま伝える
のではなく，川下の要望を理解して川上へつなげ，逆
に川上の事情を理解して川下に商品提案することを常
に意識しています。そして，需要と供給のバランスを
働かせ，好循環につながっていくことを目指していま
す。

川上側に銘木NEXT技術が，川下側に建材NEXT技
術が重ねられます。銘木NEXT技術を具体化させ，進
化させる存在が朝日銘木(株)です。朝日銘木(株)は，
朝日ウッドテック(株)の工場と隣接し，朝日ウッドテッ
ク(株)の開発とも極めて近い位置にあります（写真9）。

そして建材NEXT技術を具体化させ，進化させる存
在が朝日ウッドテック(株)です。おかげさまで，当社
は日本の主要なハウスメーカーと取引をさせていただ
いております。日々，我々の商品の情報を届け，営業
や設計の方々とのコミュニケーションを図り，さまざ
まなニーズを得ています。このことが建材NEXT技術
の進化にとても重要だと考えています。
また，朝日ウッドテック(株)の開発陣や朝日銘木

(株)を含む工場スタッフがお客さまと直接お話をし
て，製品ができるまでのストーリーを共有・共感を育
んでいくための場が商品技術開発センターに設置した
COLABです。このような場を通じて，お客様との双
方向のコミュニケーションを図っていくことを重視し
ています。
このように，開発－朝日銘木(株)－工場が連携する
ことで，建材NEXT技術と銘木NEXT技術の2つを容
易に融合させることができるのが当社の強みです。

7.さいごに　－天然木第一主義の想い－
まとめとして，「天然木第一主義の想い」とは何か
についてについて説明します。
ひとつは，顧客とエンドユーザーの幸せのために価
値を向上させることです。

「当たり前の様に住んでいますが，この木質は，生
活のグレードを上げてくれていたんだと思います。床
材って幸せを運んでくれるものですね」

これは，当社の商品を採用いただき，住まわれてか
らしばらく時が経た後の，我々のアンケートに対する
回答のひとつです。床がお客さまへ提供する価値とは
何かを感じさせてくれる内容です。また，インスタグ
ラムに＃朝日ウッドテックとして投稿されている数多
くの写真では，天然木の温かみのある床材の上で過ご
す子供たちやペットの姿が多くあります。それらを見
ていると，言葉で表現できないなにかを感じとること
ができます。
もうひとつの天然木第一主義の想いとは，生まれた
価値＝需要を山や森へと循環させることです。
銘木NEXT技術と建材NEXT技術を掛け合わせた

「X-NEXT（バイ-ネクスト）テクノロジー」で生み
出された当社の商品群が活用されることが，北海道そ
して日本の美しい森の豊かを守り，森を支える方々に
幸せをもたらすことにつながることを確信しています。

今回，このような機会を設けていただいた（一社）
北海道林産技術普及協会・高橋会長にはあらためて御
礼申し上げます。
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2022年度総会において，朝日ウッドテック(株)・海
堀氏に表題のご講演をいただきました。ご講演は下記
の1～7にわたる密度の濃い内容で，多くの写真・図
表もお示しいただきました。それらの全てを掲載する
ことはかないませんが，海堀氏のご了解を得て，その
概要を紹介いたします。

1. 朝日ウッドテックについて
2. 日本のフローリング市場の現状
3. 国産広葉樹の構造的問題
4. 国産広葉樹の可能性
5. 国産広葉樹活用の方向性と朝日WTの活用事例
6. 国産広葉樹活用に向けた朝日WTの役割
7. さいごに
　（注：「朝日WT」はご発表での表現のまま）

1. 朝日ウッドテックについて
1.1　朝日ウッドテックの会社概要
当社の概要は表1のとおりです。

当社の社是は「大樹深根」で，その意味するところ
は，「常に資源・技術・人材・資本・顧客の深根をは

かり，堅実なる成長をもって大樹たらんとす」となり
ます。違う言葉に言い換えると，「木々が深く根を張
ることで大樹へと成長するように，人々の暮らしに深
く根を張ることで，大きく枝を張り豊かな果実を実ら
せ，社会や人々から信用され，愛される企業であり続
けたい」となります。
当社のルーツは，1913年（大正2年）に大阪・船場

の横堀で創業した銘木商「霜寅商店」（写真1）で，
今年で創業110年を迎えます。霜寅商店は，大阪の銘
木業界の中心的な存在であり，ほかの銘木商からも
「後継ぎを修行させるなら霜寅さんで」と言われるほ
ど信用の厚い店でした。

写真2に映っているのが朝日ウッドテック(株)創業
者の海堀寅造で，私の祖父にあたります。寅造は銘木
の目利きで，特に杉の目利きとしては日本で右に出る
者はいないと言われていたそうです。そのため，伐採
情報や台風や雷でご神木が倒れるといった情報がいち
早く寅造のもとに届き，すぐに現地での買付に参加す
ることができたそうです。

1952年，海堀寅造は「銘木の大衆化」を理念とし
て，今の朝日ウッドテック(株)の前身となる朝日特殊
合板（株）を創立し，銘木商から建材メーカーへの一
歩を踏み出しました。朝日特殊合板(株)創立から今年
で70周年を迎えます。


